
原
村
玄
甫
能
医
君
継
其
業
壮
而
移
干
大
垣
号
当
壮
庵
医
術
大

行
名
聞
遠
近
戸
田
侯
歳
以
米
給
之
要
士
屋
氏
生
男
五
人
日

春
竹
日
春
倫
日
道
仙
日
春
達
日
春
泰
道
仙
先
卒
孫
男
三
人
寛

保
元
年
辛
酉
八
月
二
十
六
日
以
寿
終
年
八
十
三
歳
葬
干
室
原

村
故
田
之
間
孝
子
春
竹
謹
識

こ
れ
に
よ
り
、
北
尾
春
圃
は
一
六
五
九
年
十
二
月
五
日
に
生
ま

れ
、
一
七
四
一
年
八
月
二
十
六
日
に
死
亡
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後

藤
艮
山
（
や
は
り
一
六
五
九
年
生
ま
れ
）
、
香
月
牛
山
、
岡
本
一
抱

な
ど
と
同
世
代
に
属
す
る
。

な
お
、
春
圃
の
次
男
春
倫
の
墓
碑
も
こ
の
墓
域
に
あ
る
が
、
彼
は

京
都
で
没
し
、
建
仁
寺
に
葬
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
薮
内

家
第
五
代
竹
心
紹
智
の
四
天
王
と
し
て
知
ら
れ
た
人
で
あ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）

は
じ
め
に

広
島
県
山
県
郡
は
、
西
中
国
山
地
の
典
型
的
な
過
疎
地
で
、
高
齢

者
率
二
○
％
を
越
え
る
地
域
で
あ
る
。
郡
医
師
会
は
「
高
齢
過
疎
地

の
地
域
医
療
」
と
い
う
今
日
的
問
題
よ
り
出
発
し
て
、
「
医
療
の
在

り
方
」
「
医
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
中
で
「
山
県
郡
医
師

会
史
」
の
編
纂
を
六
十
一
年
四
月
決
議
し
、
六
月
小
委
員
会
を
発
足

さ
せ
、
八
月
調
査
に
入
っ
た
。

当
郡
の
医
人
研
究
は
、
呉
秀
三
、
富
士
川
勝
先
生
等
に
よ
っ
て
始

め
ら
れ
、
郷
土
史
家
名
田
富
太
郎
先
生
も
郷
土
史
の
一
環
と
し
て
さ

れ
て
い
る
。
更
に
昭
和
三
十
年
よ
り
町
村
合
併
を
契
機
と
し
て
、
新

修
広
島
県
史
、
各
町
村
史
の
編
纂
が
な
さ
れ
、
一
部
の
町
村
は
現
在

調
査
編
纂
中
で
あ
る
。
し
か
し
医
学
医
療
に
関
し
て
は
、
断
片
的
な

も
の
又
は
偉
人
顕
彰
の
記
述
の
承
で
、
医
学
医
療
の
流
れ
に
つ
い
て

『
回
生
録
』

ｌ
近
世
末
期
の
あ
る
医
師
の
診
療
録
Ｉ

末
田
尚
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は
皆
無
に
等
し
い
。
そ
こ
で
我
等
は
未
調
査
の
蔵
の
奥
の
ひ
つ
ぎ
の

底
に
眠
っ
て
い
る
資
料
を
探
り
、
可
能
な
限
り
の
全
医
人
調
査
を
す

る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ
り
、
予
期
に
反
し
て
新
し
い
史
料

が
発
見
さ
れ
た
。
『
回
生
録
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

一
『
回
生
録
』

㈲
成
立
年
代
文
化
十
二
年
乙
亥
（
一
八
一
五
）
よ
り
明
治
七
年

九
月
ま
で
。

◎
所
在
場
所
広
島
県
山
県
郡
大
朝
町
、
保
生
堂
医
院
、
進
藤
岱

・
三
氏
所
蔵
。

白
記
述
者
初
代
進
藤
周
岱
、
文
化
十
二
年
よ
り
文
政
六
年
。

二
代
進
藤
周
文
、
文
政
六
年
よ
り
天
保
十
四
年
。

三
代
進
藤
周
元
、
天
保
十
四
年
よ
り
明
治
七
年
。

進
藤
子
陽
、
幼
名
豊
吉
、
通
称
周
岱
、
号
は
金
谷
、
齢
春
。
宝
暦

金
谷
、
齢
春
。
宝
暦

六
年
十
一
月
一
日
に

大
朝
村
に
生
ま
れ
、

父
は
同
村
庄
屋
七
右

衛
門
、
母
は
同
村
鉄

師
大
門
屋
香
川
助
右

衛
門
四
女
銀
、
十
二

歳
の
春
、
医
を
志
し
て
山
県
郡
有
田
村
小
田
北
漠
（
怡
仙
）
の
も
と

で
儒
医
学
を
学
ぶ
こ
と
七
年
、
安
永
六
年
丁
酉
（
一
七
七
七
）
周
岱

と
改
名
、
回
生
堂
を
開
く
。
友
人
、
劉
元
高
は
同
村
の
医
、
後
に
芸

藩
家
老
上
田
学
問
所
教
授
。
小
田
玄
蛙
は
師
北
漠
の
次
男
の
医
に
し

て
、
後
の
芸
州
芭
門
の
多
賀
庵
主
第
三
世
・
…
：
等
あ
り
。
こ
の
よ
う

な
文
人
達
と
の
交
友
に
よ
り
詩
文
に
も
長
じ
著
作
も
あ
っ
た
が
、
文

化
十
一
年
二
月
の
大
朝
村
の
大
火
に
よ
り
、
三
十
年
来
の
日
記
、
著

述
殆
ん
ど
烏
有
と
な
る
。
従
っ
て
現
在
の
『
回
生
録
』
も
文
化
十
二

年
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
又
『
随
室
日
記
』
と
題
す
日
記
と
共
に
、

没
年
文
政
六
年
六
月
四
日
の
数
日
前
ま
で
記
録
し
て
い
る
。

四
内
容

①
目
次
患
者
一
覧
表
あ
り
。

②
本
文
㈹
患
者
住
所
屋
号
名
前
並
続
柄
。
文
化
十
二
年
に

は
、
患
者
教
二
九
九
人
、
延
診
療
人
数
二
、
三
三
四
人
、
投
薬
剤
数

二
、
六
九
七
剤
で
あ
り
、
診
療
範
囲
も
現
大
朝
町
の
他
、
芸
北

町
、
豊
平
町
、
加
計
町
の
郡
内
の
他
、
高
田
郡
、
島
根
県
邑
智
郡
に

及
ん
で
い
る
。

㈲
病
名
又
は
症
候

㈲
投
薬
名
並
そ
の
貼
数
、
丸
数
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I

我
等
は
郡
医
師
会
史
編
纂
の
た
め
の
調
査
中
、
未
発
表
の
『
回
生

録
』
を
発
見
し
た
。
文
化
十
二
年
よ
り
六
十
年
に
亘
る
三
代
の
中
、

二
代
ま
で
は
極
め
て
正
確
に
日
点
の
診
療
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

転
帰
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
罹
病
期
間
は
明
ら
か
で
な
い
。
診
療

日
数
の
少
な
い
の
は
経
済
的
要
因
等
も
考
え
ら
れ
る
。

上
四
人
。

・
発
生
し
た
時
は
「
痘
序
」
と
記
し
た
も
の
で
十
二
人
で
あ
る
。

文
化
十
一
年
末
と
、
文
化
十
二
年
末
に
流
行
し
て
い
る
。

・
診
療
日
教
、
十
日
以
内
九
人
、
一
ヵ
月
以
内
八
人
、
一
ヵ
月
以

人
、
ョ

雲
母
」
‐

九
人
。 ㈲

、
㈲
に
つ
い
て
は
、
我
等
東
洋
医
学
に
知
識
乏
し
く
、
広
島
漢

方
研
究
会
長
小
川
新
先
生
他
会
員
の
方
為
に
内
容
検
討
を
依
頼
研
究

中
で
あ
る
。

③
痘
瘡
は
病
名
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
疫
学
的
検
討
を
し

子声
ノー

Q

。
幼
児
男
十
二
人
、
女
六
人
、
計
十
八
人
。
大
人
男
二
人
、
女
一

計
三
人
。
正
月
の
患
者
は
「
痘
后
」
と
記
し
、
又
「
痘
后
余

一
と
し
、
繰
越
正
月
五
人
、
二
月
二
人
、
三
月
六
月
各
一
人
、
計

↑
や
可
わ
ｈ
ソ

こ

の
全
貌
に
つ
い
て
は
未
解
明
で
あ
る
が
、
文
化
十
二
年
の
内
、
我
等

に
分
析
可
能
な
も
の
は
検
討
し
、
本
資
料
の
存
在
を
紹
介
す
る
も
の

で
あ
る
。

（
広
島
県
山
県
郡
医
師
会
史
編
纂
委
員
会
）
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